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《  

久
方
の
ア
メ
リ
カ
人
（
び
と
）

の
は
じ
め
に
し 

 
 
 
 
 
  

ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
は
見
れ
ど
飽
か
ぬ
か
も 

  

正
岡
子
規  

》 

 

球
春
謳
歌
。
国
を
挙
げ
て
喝
采
、

歓
喜
で
見
た
Ｗ
Ｂ
Ｃ
の
頂
点
の
景
色
。 

 

幼
名
の
升
（
の
ぼ
る
）

を
も
じ
っ
て
「

野
球
」（
の
ぼ
ー
る
）

と
名
乗
っ
た
野
球
少
年
正
岡 

子
規
の
夢
が
一
三
〇
余
年
の
時
を
超
え
、

結
び
叶
っ
た
一
時
で
も
あ
っ
た
。 

 

如
上
を
始
め
一
八
九
八
（

明
治
三
一
）

年
作
の
連
作
九
首
。《
国
人
（
く
に
び
と
）

と 

外
国
人
（
と
つ
く
に
び
と
）

と
う
ち
き
そ
ふ
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
を
見
れ
ば
ゆ
ゆ
し
も
》

と
不 

穏
な
ほ
ど
の
殺
気
が
漲
り
ワ
ク
ワ
ク
ド
キ
ド
キ
す
る
な
あ
と
詠
み
込
む
。 

  

《 

九
つ
の
人
九
つ
の
場
を
し
め
て
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
の
始
ま
ら
ん
と
す 

》 

 

正
岡
少
年
は
捕
手
。
言
葉
を
受
け
捕
る
今
。 

罹
災
者
で
あ
る
佐
々
木
朗
希 

が
先
発
の
日
、 

甲
斐
拓
也
の
声
出
し
。「 

東
日
本
大
震
災
か
ら
一
二
年
た
っ
た 

今
日
。
沢
山
の
人
が
僕
達
の
野
球
を
見
て
く
れ
て
い
ま
す
。
嶋
基
宏
さ
ん
が
、 

こ
の
よ
う
な
言
葉
を
言
っ
て
い
ま
し
た
。『
誰
か
の
た
め
に
頑
張
る
人
間
は
強 

い
』

と
。
全
力
で
プ
レ
ー
す
る
中
で
、

失
敗
も
起
こ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

全 

員
で
カ
バ
ー
し
合
っ
て
助
け
合
っ
て
戦
い
抜
き
ま
し
ょ
う
」

に
、「

い
い
こ
と
言 

う
わ
あ
」

と
大
谷
翔
平
が
、

合
い
の
手
。
ア
メ
リ
カ
と
の
決
勝
戦
、 

「 

憧
れ
る
の 

を
や
め
ま
し
ょ
う
」

の
鼓
舞
で
夢
の
脚
本
が
校
了
。
大
団
円
の
結
末
、

見
事
。 

因
み
に
横
浜
の
近
藤
健
介
、

九
州
学
院
の
村
上
宗
隆
も
、

高
校
で
は
捕
手
の
縁
。 

「

九
つ
の
場
」

で
一
つ
だ
け
マ
ス
ク
越
し
に
向
き
合
う
立
場
は
、

観
客
と
同
じ
。 

 

《  

夏
草
や
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
の
人
遠
し 

   

正
岡
子
規  

》 

 

ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
に
打
ち
込
ん
だ
語
り
草
。
投
手
・

捕
手
・

直
球
・

飛
球
等
の
訳 

語
を
遺
し
た
子
規
は
、

新
聞
記
者
を
基
点
に
文
学
史
上
、

近
代
俳
句
・

短
歌
の
革 

新
に
貢
献
、

二
刀
流
の
銘
。
従
軍
記
者
の
途
次
、

喀
血
。
歩
行
不
能
に
陥
る
中
、  

「

人
遠
し
」

と
遠
望
す
る
し
か
な
い
我
が
身
。
し
か
し
バ
ッ
ト
は
ペ
ン
に
な
る
。 

 

栗
山
英
樹
演
出
、

望
み
得
る
至
高
の
『

侍
ジ
ャ
パ
ン
劇
場
』

を
観
客
の
一
人
と 

と
し
て
正
岡
子
規
に
馳
せ
て
見
た
喜
び
、

こ
れ
に
勝
る
も
の
は
な
い
。
謝
謝
。 

 

《

今
や
か
の
三
つ
の
ベ
ー
ス
に
人
満
ち
て
そ
ぞ
ろ
に
胸
の
う
ち
さ
わ
ぐ
か
な
》 
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「
今
や
か
の
三
つ
の
ベ
ー
ス
に
人
満
ち
て ―

子
規
と
Ｗ
Ｂ
Ｃ
と
」 

社
会
福
祉
法
人
報
徳
会
理
事  

岩
壁 

清
吉 

 

コ
ロ
ナ
禍
と
言
わ
れ
て
４
回
目
の
桜

の
季
節
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
今
年
も

は
な
さ
か
の
桜
た
ち
は
変
わ
ら
ず
競
う

よ
う
に
花
を
開
き
、
満
開
と
な
り
ま
し

た
。
コ
ロ
ナ
は
下
火
傾
向
と
言
わ
れ
て

お
り
ま
す
が
、
引
き
続
き
気
を
緩
め
る

こ
と
な
く
、
ご
利
用
者
の
安
全
と
安
心

を
第
一
に
、
ご
家
族
様
の
期
待
と
地
域

の
要
望
に
お
応
え
す
る
よ
う
努
力
を
続

け
て
参
り
ま
す
の
で
ご
指
導
、
ご
協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

（
令
和
五
年
三
月
撮
影
） 

久しぶりに屋外の風を感じて

皆さんの笑顔も満開でした。

来年は遠出が出来るといいね 
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はなさか最高齢の鏡モモエ様は、

本年４月で１０８歳。毎日お食事

をしっかりと召し上がられ、ます

ますお元気にお過ごしです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

祝ご長寿 

鏡 モモエ様  108 歳 

Sai  

ネ
パ
ー
ル
か
ら
の
留
学
生

３
名
が
、
日
本
語
学
校
２
年

と
介
護
専
門
学
校
２
年
の
４

年
間
を
修
了
し
ま
し
た
。
２

名
が
介
護
福
祉
士
試
験
に
合

格
し
、
全
員
は
な
さ
か
で
介

護
職
員
と
し
て
働
き
ま
す
。 

土を反して作付けの準備に入りま

した。今年もオクラやサツマイ

モ、里芋を予定しています。耕運

機で土の手入れをしていると鳥が

虫を啄みにやってきます。 

ショートステイ明日ユニット

長江直人リーダー。いつも明

るく元気に頑張っています！ 

ＰＦＡＳ検査 

昨
今
、
社
会
問
題
と
し
て
報
道
さ
れ
は
じ

め
て
い
る
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
（
有
機
フ
ッ
素
化
合

物
）
に
つ
い
て
、
は
な
さ
か
で
は
行
政
報
告

の
水
質
検
査
以
外
に
、
２
０
２
１
年
１
２
月

に
登
録
検
査
機
関
に
て
井
戸
水
の
水
質
検
査

を
実
施
し
、
国
の
安
全
基
準
の
１
５
分
の
１

以
下
の
検
査
結
果
を
得
て
お
り
ま
す
。
在
日

米
軍
基
地
周
辺
な
ど
の
地
下
水
で
高
濃
度
化

が
問
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
今
後
と

も
厳
格
に
安
全
確
認
を
行
っ
て
参
り
ま
す
。 

開
所
か
ら
１
１
３
名
の
子
供
達
を

お
世
話
し
た
『
さ
く
ら
保
育
室
』
が

３
月
末
日
で
休
園
と
な
り
ま
し
た
。

先
生
方
の
家
庭
的
な
愛
情
保
育
で
、

み
ん
な
良
い
子
に
育
ち
ま
し
た
。 

１
階
「
さ
く
ら
カ
フ
ェ
」

が
ユ
ニ
ッ
ト
を
巡
回
訪
問
し

て
コ
ー
ヒ
ー
や
ジ
ュ
ー
ス
な

ど
の
提
供
を
し
て
い
ま
す
。

楽
し
く
美
味
し
く
水
分
補
給 

白井店長と愉快なスタッフが美味し

いコーヒーをお持ちします！ 

５
月
か
ら
コ
ロ
ナ
感
染
症

の
感
染
症
法
上
の
分
類
が
変

わ
り
ま
す
が
、
は
な
さ
か
で

は
引
き
続
き
館
内
で
の
ご
面

会
を
制
限
し
て
参
り
ま
す
。

ご
面
会
は
空
調
が
完
備
さ
れ

た
専
用
の
お
部
屋
を
用
意
し

て
お
り
ま
す
の
で
お
気
軽
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

※
利
用
に
は
予
約
が
必
要

で
す
。
当
日
予
約
Ｏ
Ｋ
で

す
が
必
ず
事
前
に
ご
連
絡

を
お
願
い
致
し
ま
す 

 


